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平成１９年度政策予算案について 

（平成１９年５月２３日：記者発表） 

 

平成１９年度の政策を盛り込

みました補正予算案がまとまり

ましたので、その概要について

ご説明申し上げます。 

 

本年は、選挙の年でありまし

たことから、当初予算は骨格予

算としておりましたが、引き続

き、２期目の市政を担当させて

いただくこととなりました。 

 

私は、これまで「３つの活力と３つの安心」を柱に１１０項目の公約の

実現に向け、千歳市の特性、優位性を活かしたまちづくりの推進に、取り

組んでまいりました。 

 

２期目の取り組みの中でも、これまでの地域経済の活性化、財政の健全

化、重点施策の推進などの課題も含め、公約の中で、７６項目の政策をマ

ニフェストとして盛り込みましたが、今回の予算編成にあたりましては、

この実現に向けた政策を中心に『みんなで進める協働予算』と銘打って、

取りまとめたところであります。 

 

この内容につきましては、まず、「３つの活力」により「元気な千歳

に」を柱とした政策についてでありますが、１つ目に『経済の活性化』と

しては、「観光振興」、「農業振興」を、２つ目に『市民協働のまちづく

り』として、この４月からの「みんなで進める千歳のまちづくり条例」の

施行に伴い「みんなで、ひと・まちづくり基金」に５千万円の積み立てな

どを計上したところであります。 

 

３つ目の『財政の再生』では、市の財政健全化の推進とともに、２期目

の大きな課題の１つと掲げました「土地開発公社の経営健全化」の推進と

して、現在の「公社の経営健全化計画」を見直し、公社に対する未払金の

解消等に平成１８年度決算剰余金を財源に２億円を追加したところであり

ます。 

このほか、「広域行政の推進」として広域の可燃ごみの受入れなどの取

り組みを進めることとしております。 
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また、住みよい千歳の実現のための「３つの安心」といたしましては、

１つには『福祉・医療の充実』として、市役所本庁舎のバリアフリー化、

高齢者用火災報知器給付制度や障害者自立支援教育訓練給付制度の創設、

市営住宅の建替えの推進などを、２つ目に『子育て・教育の充実』では、

地域安心・安全情報共有システムの導入、乳幼児紙おむつ用ごみ袋支給制

度の創設や新生児訪問の拡大、教職員用パソコンの整備やスクールカウン

セラーの拡充などの「学校教育の充実」を図るとともに、「市民球場の整

備」などを計上しております。 

３つ目として『環境・防災の充実』では、「防災学習交流センターの整

備」、「小学校の耐震化改修事業」を織り込みました。 

 

これらの実施に伴い７６項目の公約のうち、当初予算で２３項目、今回

の補正予算で２９項目となり、重複分を除き、合わせて５０項目に係る事

業を織り込み、総体では、ソフト事業で１億４千万円、投資的経費では、

１６億２千万円を計上しました。 

また、平成１７年度から取り組んでおります重点施策につきましては、

今回１億８千万円を追加し、今年度の総額では１０億１千万円としており

ます。 

 

これらの結果、今回の政策予算の規模につきましては、一般会計と下水

道事業会計の２会計の補正予算を予定しておりますが、一般会計では当初

予算４５４億円に１７億６千万円を追加し、４７１億６千万円と、前年度

当初予算に比べまして４億１千万円、０．９％の増となりました。 

また、下水道事業会計では、当初予算に６千万円を追加し、一般会計、

特別会計及び公営企業会計の総額では７９５億８千万円と、前年度予算に

比べ、１５億９千万円、２．０％の増となったところであります。 

 

なお、今回の補正予算には計上しておりませんが、国から少子化対策の

一環として示されました「妊婦健康診査の公費負担の拡大」につきまして

も、今年度の実施に向けて、取り組んでいるところであります。 

 

この予算案につきましては、６月４日に開会予定の第２回定例市議会に

提案してまいります。 

 

平成１９年５月２３日 

千歳市長 山口 幸太郞  


